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〇検挙人員，再非行少年の人員いずれも減少している。 

〇しかし，少年の刑法犯人員に占める再非行少年の人員の比率（再非行少年率）は，２９年は前年より低下したものの，２９年以前 

までは上昇傾向にあった。 

図１ 



 

出典：平成３０年犯罪白書 

 

 

 

 

 

 

 

〇刑務所出所者に比べて，再入院・刑事施設入所率は低い。 

〇しかし，刑務所出所者（特に満期釈放者）の再入率の低下の幅に比べて，少年院出院者の再入院率及び再入院・刑事施設入所率

の低下の幅は小さく，横ばいに近い状態である。 

図２ 



 

 

 

出典：平成２８年犯罪白書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出院後１年以内に再非行をして再入院する者が半分以上を占める。 

〇入院直後から出院後の生活を見据えた教育計画の策定・実施及び関係機関との連携を行う必要がある。 

図３ 



 

 

出典：平成３０年犯罪白書 

〇学生及び有職者に比べ，無職者は顕著に再犯率が高い。 

〇教育関係機関及び就労支援関係機関との連携に加え，保護者への働き掛けも重要となる。 
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